
１．　貴館としての中・長期の事業計画は
　　　ありますか？

はい
44%

いいえ
56%

４．情報の保存と活用のための調査を
　　行なったことがありますか？

はい
43%

いいえ
54%

無回答
3%

２．　中・長期事業計画に情報保存事業は
　　　盛り込まれていますか？

はい
43%

いいえ
21%

無回答
36%

３．情報保存事業の内容は？
　（２．設問で「はい」の４７施設）
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電磁的記録への対応

原資料の修復

マイクロ等他の媒体への変換

保管環境の整備

件数　（複数回答）

実施した調査の内容
（４．「はい」の４３施設）
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写真やマイクロなどの非紙
資料の状態調査

紙資料の状態調査

所蔵庫の温度．湿度．外
光などの環境調査

施設の防災 ・盗難などの
セキュリティ調査

件数　（複数回答）

機関数／職員数規模

１～５人
24.2%

６～１０人
28.3%

１１～１５
人

22.2%

１６～２０
人

8.1%

２１人以
上

17.2%



１０．今後、情報の保存と活用のための
　　　調査を行なう計画はありますか？

はい
26%

いいえ
56%

無回答
18%

１１．所蔵庫の温度・湿度を設定できる
　　　ようになっていますか？

いいえ
45%

はい
55%

１２．所蔵庫の設定できる温度（回答５０施設）
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※複数回答の場合は、平均値を取っております。

１３．所蔵庫の設定できる湿度（回答５０施設）
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※複数回答の場合は、平均値を取っております。

１４．マイクロフィルムなど非紙資料は、
　　　紙資料とは別の保存環境に
　　　おいていますか？

はい
43%

いいえ
53%

無回答
4%

１５．棚など什器の掃除は定期的に行
　　　なっていますか？

はい
52%

いいえ
45%

無回答
3%

１６．所蔵庫の防虫・防カビをしていますか？

はい
64%

いいえ
32%

無回答
4%



１８．その他の方法

・定期的、日常的な清掃
・専門会社による防塵処置
・資料の燻蒸
・不定期な燻蒸
・Ｃｏ2ガスによる燻蒸
・トラップによるモニタリング等、
　環境調査（調査結果により対応）
・温湿度の計測、管理
・スリッパ、粘着アンダーマットの使用 　　　２３．その他の場合の基準
・文化財専用薬剤の散布

 ・収集方針

 ・貴重さ、劣化の程度、利用の頻度を
   総合的に勘案

１７．防虫・防カビ策を行なっている場合、
　　　その方法はなんですか？（回答６８施設）
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件数　（複数回答）

１９．中性の保存容器（箱やフォルダな
　　　ど）を使用していますか？

いいえ
14%

無回答
4%

はい
82%

２０．原資料の修復を行なっていますか？

はい
58%

いいえ
42%

２１．修復の対象資料がある場合、優先順位が
　　　 決まっていますか？（回答８０施設）
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２２．修復の優先順位をつける際に
　　　何を基準にしますか？
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２４．修復作業が行なわれるのは
　　　どこですか？
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・原資料返却のため
・検索等を容易にするため
・分析・読解の深化のため
・利用者への資料提供のため

　　 ２９．その他の場合 ３４．その他の場合
　　　　・マイクロフィルムから電磁的媒体 　・原資料の返却が必要な場合
　　　　・紙からポジフィルム 　・劣化抑制

　・電子データの分析有効性
　・利用のし易さ
　・他機関の媒体変換状況
　・貴重さ、劣化の程度、利用頻度を
　　総合的に勘案

　　　　・紙からスーパープリント

　　  　３１．その他の場合

２８．何に媒体変換しましたか？
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紙から電磁的記録媒体

紙からマイクロフィルム

紙から紙

２７．紙資料を媒体変換していますか？

はい
82%

いいえ
17%

無回答
1%

２６．原資料修復の使用材料や方法について
　　　貴館の仕様がありますか？

はい
17%

いいえ
53%

無回答
30%

３０．媒体変換する目的は？
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リスク分散

利用促進

省スペース

原資料の保護

３２．媒体変換する資料の優先順位は
　　　ありますか？

いいえ
22%

無回答
23%

はい
55%

３３．媒体変換をする際の優先順位
　　　は何を基準にしますか？
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　・現在の媒体をそのまま　　　 5件
　・マイグレーション　　　　　　　　 6件
　・マイクロフィルム化 　　　　　　　3件
　・紙媒体へ　　　　　　　　　　　　 2件

　　　　　３９．電磁的記録の長期保存方法

３５．貴館が保存の対象としている
　　　電磁的記録はありますか？

いいえ
44%

無回答
2%

はい
54%

３７．今後、電磁的記録を受け入れる
　　　可能性はありますか？

はい
71%

いいえ
20%

無回答
9%

３８．電磁的記録を長期に保存していくため
　　　 の方法は決まっていますか？

はい
10%

いいえ
81%

無回答
9%

３６.その保存媒体はどのようなものですか？
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無効回答

ＬＤ

ソノシート

ＭＯ

ＭＤ

ＢＤ

ＦＤ

光磁気ディスク全般

磁気テープ全般

磁気ディスク全般

ハードディスク

カセットテープ

ビデオテープ(DV・VHS)

DVD

CD

件数

４０．電磁的公文書の作成者である原課・原局
　　　に対して長期保存の協力体制を作れるよ
　　　うな働きかけをしていますか？

はい
30%

いいえ
60%

無回答
10%




